
   

 

 

冒頭の★印は一般向け。他は、会員向けです。 

■かながわジュニアフォレスター教室 2023第 2回「森で遊ぼう」 

日 時：10月 21日（土）  9：00～ 15：30  

場 所：県立秦野戸川公園（秦野市堀山下） 

内 容：自然観察、バウムクーヘンづくり、クラフト製作など 

定 員：50名 ※受付は終了しております。 

 

■湘南の森 

定例作業予定は、次のとおりです。 

日 時：10月 13日（金）、28日（土） 

情報の必要な方は、下記 HPでチェックをお願いします。 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/                                   (和田記) 
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草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  https://www.jfik.org/ 

 

ヒガンバナ＠小出川   （撮影：福田 渉） 

   （撮影：福田 渉） 

 

） 

活動予定 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/
http://ml.jfik.org/kaiin/format/kanagawakai.png
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★■名瀬谷戸の会 

名瀬谷戸の会の 10月、11月の定例作業予定は、次のとおりです。 

日 時：10月 7日（土）、15日（日）、16日（月）、23日（月） 

        11月 4日（土）、12日（日）、13日（月）、20日（月） 

活動時間：10:00～15:00                                                               （福田記) 

 

★■フォレスト 21「さがみの森」 

「フォレスト 21さがみの森」は毎月第 2土曜日と第 4 日曜日に定例活動をしています 

10月 14日(土)は、定例活動を予定しています。 

活動内容は、ナラ枯れ対策、除伐･ツル切り、間伐、道づくり等です。 

■集合時間：8：30 

■集合場所：橋本駅(JR横浜線・京王線)南口マクドナルド前 

■参加費 ：300円 

レンタカーに乗り合わせて約 30分、 

相模原市緑区三ヶ木近くの仙洞寺山の国有林で森林整備をしています。 

■持ち物 ：弁当、飲み物 

■ヘルメットや道具等は現地の倉庫にあり、借りられます。 

■天候等による中止の場合 

降水確率が終日高い、台風・雪など活動中や現場までの道のりに危険が予想される場合は中止します。 

その際は、前日の 18時までに「調整さん」に中止の旨を書き込みます。 

 

※※※さがみの森の活動に初めて参加される方※※※ 

①下記の専用フォームに入力してください。 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe3jjsdPZTDt0GH7fK48subNql3FuXefgJJfEt3EHgOpH3r0g/viewform 

その際、｢フォレスト 21 さがみの森｣を知ったきっかけについて、｢NPO 法人全国森林インストラクター神奈川会

の紹介｣と入力してください。 

②または、｢フォレスト 21さがみの森｣担当の樋口満里さんにメールしてください。 

E-mail：sagami@moridukuri.jp  

〒113-0033 東京都文京区本郷 2-25-14 

第一ライトビル 405号室  TEL：03-3868-9535 FAX：03-3868-9536 

※※※2回目以降※※※ 

登録すれば個人宛に案内が届くようになるので「調整さん」に入力してください。        (久保記) 

 

 

 

★■神奈川の身近な自然を訪ねて「秋の大雄山 天狗伝説の里と花咲く里山を訪ねて」  

今回は昆野さんが企画しています。 

日 時：10月 25 日（水）、28 日（土） 注：両日とも雨天中止 

集 合：伊豆箱根鉄道大雄山線 大雄山駅 改札外 10時（※改札口は一箇所） 

解 散：伊豆箱根鉄道大雄山線 大雄山駅 14時 30分頃を予定 

募集定員：各回 50 名 

コースの概要：大雄山駅 ➡（路線バス）➡ 道了尊バス停 →（以降徒歩）→ 最乗寺境内見学・昼食 

花咲く里山 → 仁王門バス停 ➡（路線バス）➡ 大雄山駅 

※歩行距離約 5㎞（境内は階段が多いです） 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe3jjsdPZTDt0GH7fK48subNql3FuXefgJJfEt3EHgOpH3r0g/viewform
mailto:sagami@moridukuri.jp
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南足柄市は箱根外輪山の北東側にあり、酒匂川の支流のひとつ狩川（かりがわ）を中心に市街地が広がり、

年間を通じて温暖で、自然にあふれる地域です。 

六百年の歴史と自然が織りなす大雄山最乗寺（だいゆうざんさいじょうじ）は曹洞宗の名刹でもあり、天狗

伝説でも有名です。参道には樹齢 300～500年の杉並木があり、神奈川県の天然記念物に指定されています。 

 最乗寺から下ったところにある「花咲く里山」は茅葺屋根の民家や田園風景が残る里山です。秋には色鮮

やかな「ざる菊」が見頃を迎えます。 

 豊かな自然にも恵まれた最乗寺の杉木立の中で森林浴を楽しみ、花咲く里山で里山の景観や自然も楽しみ

ます。 

申し込み：実施日の 5 日前までに、JFIK ホームページ参加申し込みフォームで申し込んでください。 

申し込み状況によっては受付締め切り期日前に受付を終了する場合がありますので、ご了承下さい。 

その他：申し込み・企画の詳細は JFIK ホームページに掲載しておりますのでご覧下さい。 

JFIK 会員によるサポートスタッフの募集を行っています。ご協力いただける方は、鈴置まで、ご連絡ください。 

 

＜サポートスタッフについて＞ 

「神奈川の身近な自然を訪ねて」は、1班～4班 or5班に分かれて散策します。 

各班には JFIK会員がリーダー（ガイド）として付き、解説等を行いながら散策します。 

サポートスタッフは各班の最後尾に付いていただき、おもに安全確保（人数確認、道路横断時のサポート、階

段等での注意喚起等）についてサポートしていただきます。 

尚、サポートスタッフを何度か経験していただき、「神奈川の身近な自然を訪ねて」の状況を把握していただい

た方の中から、安全担当やリーダー（ガイド）をお願いするようにしています。 

詳細については、鈴置にお尋ねください。                          （大橋記） 

 

 

 

★■四季の森公園 

 10月～11月上旬の予定は以下の通りです。集合はいずれも北口管理事務所前です。 

「自然を訪ねて～秋の実りと草花たち」 

記録的な猛暑が去り秋本番となりました。秋の花々や樹々の紅

葉は私たちを楽しませてくれますが、一方で植物達には集大成

の時期でもあります。自らは動くことが出来ない植物達は色々

な戦略を駆使して次世代を担う種子達をなるべく遠くへと旅立

たせようとしますし、また厳しい冬を越すための準備も着々と

進めています。そんな秋の自然を一緒に楽しく観察してみませ

んか。 

 

事前下見：10月 16日（月）10：00～12：00  

当日下見：10月 22日（日）10：00～12：00 

本  番：10月 22日（日）13：00～15：00（12：45受付開始） 

場  所：県立四季の森公園 はす池・あしはら湿原周辺ほか 

スタッフ：リーダー：佐野(仁) サブリーダー：鳥越、吉原 

 

 

 

 

センニンソウの痩果 
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「特定植物観察会～ドングリ」 

 この時期は、ドングリの観察会としては少し遅い方です。それにもまして今年の猛暑の為、ドングリの成熟

が早く、近所の林ではクヌギの落下は例年 10 月中旬からでしたが、今年は一月以上早く 9 月初旬から落下が見

られました。その意味で樹に付いているドングリは少ないかも知れませんが、コロナも鎮静化した中で楽しい

観察会を行いたいと思います。 

 

事前下見：10月 27日(金)   10：30～12：00 

当日下見：11月  3日(金・祝) 10：30～12：00 

本  番：11月 3日(金・祝) 13：00～14：30 

(12：45受付開始) 

場  所：県立四季の森公園 はす池・あし原湿原周辺 

スタッフ：松田 サブリーダー：嶺 

 

本番に参加される場合は、公園に電話（045-931-7910）か管理事

務所窓口でお申し込みください（メール不可）。 定員は 20 名、申し込み期間は実施日直前の 1 週間です。ス

タッフへの連絡は必要ありませんが、当日は現地で声をかけてください。下見に参加される場合は、リーダー

にご連絡ください。資料を送ります。下見だけの参加も大歓迎です。多くの会員の方々のご参加をお待ちして

います。                                     （佐野(仁),松田記） 

 

■室内勉強会（オンラインで実施） 

10 月の室内勉強会は高尾ビジターセンターご勤務の石川さんから高尾山の現況をリポートしていただきます。

私たちにとって身近な高尾山をより良く知る絶好のチャンスです。多くの方々のご参加をお待ちいたします。 

日 時：10月 13日(金)  19:30～21:00 

テーマ：自然豊かな高尾山 

講 師：石川雄馬（H30年） 

概 要：高尾山は首都圏近郊にありながら、豊かな自然を育む日本屈指の山である。そのアクセスの良さや登

りやすさから、観光地としての要素が高まり年間の登山者数はなんと日本一となった。その影響もあってか、

登山道外の通行や盗掘、ゴミの問題など多くの課題が発生している。今、高尾山でなにが起こっているかを解

説し、ビジターセンターとしての取り組みなどを一挙にまとめてお伝えします。また、歴史の観点からも高尾

山がどのようにしてたくさんの生きものを育むことができたのかなど高尾山づくしの時間とする。  （講師記） 

 

参加方法等：会員宛にメールで参加要領をお送りしますので、ご自宅のPCやスマホから、Zoomミーティングの

URLをクリックして参加してください。 

※皆様の参加をお待ちしています。 

問合せ先：室内勉強会担当  嶺 義則 📩：ugk58629@gmail.com          📱：090-3532-0479 

              佐藤 淳 📩：sato.forest2807@gmail.com  📱：080-1081-1034  

                                            （佐藤淳記） 

 

■山こい倶楽部第 96回「明星ヶ岳・明神ヶ岳」 

10 月の山こいの企画です。やっと猛暑も峠を越したようで少しずつ秋の気配が感じられるようになってきまし

た。この猛暑が紅葉に影響を与えているのか例年と変わりないのか山で確認しましょう。 

今回は辻さんによる企画です。 

昨年の観察寸景 

(落下してヤツデに突き刺さったコナラ) 

mailto:ugk58629@gmail.com
mailto:sato.forest2807@gmail.com
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目指すは、以前も登った「明星ヶ岳・明神ヶ岳」です。カヤトが美しく輝きマユミの赤い実が出迎えてくれる

でしょう。今回のコースどりは以前と逆にしました。宮城野から登り道了尊に下ります。稜線に秋を感じなが

ら箱根路を歩きましょう！ 

日 時：10月 21日(土） 

集 合：小田原駅東口桃源台行きバス停 8:20(8:30バス乗車） 

行 程：小田原駅～宮城野橋～明星ヶ岳 923m～明神ヶ岳 1,169m～道了尊最乗寺～大雄山～新松田駅 

持 物：昼食、飲物、雨具、地図、防寒着、帽子、保険証、筆記用具、他登山に必要な物 

その他：歩行時間 4時間 35分、歩行距離 10.1㎞ 

リーダー辻 眞澄(090ー2228ー8335）   サブリーダー松井 公治(070ー9093ー5045） 

 

その他 

* 発熱など、コロナウィルスに感染の疑いのある場合は参加をご遠慮ください。 

* 会としての保険はかけません。山岳保険（救援保険）などは各自で加入願います。 

* 天候などで中止の場合は参加者へ前日の 20時までに連絡いたします。 

* 不明な点は事務局までご連絡ください。 

参加を希望される方は 10月 18 日（水）までに松井までメールでお申し込みください。 

(山こい事務局 松井公治 ma1950koji@yahoo.co.jp） 

 

■森こい倶楽部第五十回ご案内 

以下、ご案内しますので、新会員の皆様、ご家族、ご友人含めて、気楽にご参加ください。 

今回、50回の節目を迎える事が出来ました。これからも新天地を探してご案内予定です。 

テーマ：淡水魚の里・水郷田名、相模川段丘の自然と史跡（相模原市中央区）  

プラス Oneテーマ:段丘崖線の樹林 

開催日：10月 8日（日）10:00～15:30 （第二週ですのでご注意ください） 

集 合：JR横浜線 橋本駅改札外 10:00  

リーダー：金子 正美（H30） 

参加費：500円（保険代含む）所持品：名札、昼食、飲み物、雨具、筆記具など。 

原則コロナ以前の状態に戻っての活動とします。 

申し込み：ご参加の方は 10 月 6 日までに下記久野宛連絡ください。初参加の方は携帯電話番号もお願いします。 

メールアドレス：masakihisano77@yahoo.co.jp TEL: 090-8280-1816  

概要・行程 

県央を流れる相模川の中流河岸に接する水郷田名は、相模川の陽原（みなはら）面と田名原面の河岸段丘面に

古くから開け、古い落ち着いた町並みの中に、渡しの跡、水田開墾と用水路、領主屋敷跡、古刹・神社などの

史跡が多く、保存樹木などの林も広がります。田名バスターミナルから、上段では、武蔵七党横山党の流れを

くむ田名氏館跡周辺の「相模田名民家資料館」など昔ながらの里地を訪ねます。下段に向けた眺望を楽しみ、

相模川に直接接する数 10ｍ比高の段丘崖の迫力、崖線の深い樹林からの湧水（ハケ）、段丘に積もった富士山火

山灰地層の露頭など、興味深い風景も見られます。水郷田名の中心の「相模川ふれあい科学館」では、相模川

源流から河口までの淡水魚の生態を「流れのアクアリウム」で観察できます。下流の高田橋を越え、相模川河

原から望地（もうち）の広大な開拓水田で先人の開拓苦労を偲び、湧水（やつぼ）崖線を上がり、陽原歴史地

区を通り田名バスターミナルに戻ります。初秋の、水郷田名の多様な変化に富んだ自然風情をお楽しみくださ

い。 

 

mailto:ma1950koji@yahoo.co.jp
mailto:masakihisano77@yahoo.co.jp
tel:9-828-1816
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コース概要 

橋本駅南口         →          →        田名 BT     →田名小学校→大杉公園（田名氏館跡）→相模田名民家資料館    → 蚕（こ）

影山→烏山領高札場旧跡→秋葉大権現→山王坂・徳本念仏塔→相模川滝の渡し→宗祐寺     →相模川幹線用水路

（大堀）→相模川ふれあい科学館（有料）（昼食）     →割烹旭屋→田名八幡宮→新堀用水路（烏山用水）→大

鷲神社・稲荷社→花と芝生広場→高田橋     →江成久兵衛土手→久所（くぞ）渡し→相模川散策路→万平穴→弁

天どぶ→望地（もうち）弁財天→望地河原開発記念碑→望地キャンプ場    →遊歩道→望地渡し→やつぼ→六地

蔵→馬のつくろ場→金井家先祖の墓→稲荷社→南光寺→山王社→        田名 BT    →          →        橋本駅     

歩行 7.5㎞（若干アップダウンがあります） 

少雨決行：荒天等で中止する場合は、前日 17:00までに JFIKメールで連絡します。 （事務局代表 久野) 

 

■森こい倶楽部第五十一回ご案内 

以下、ご案内しますので、新会員の皆様、ご家族、ご友人含めて、気楽にご参加ください。 

（5月雨天延期のリベンジをベースにしたコースです） 

テーマ：大仏切通から常盤山緑地と深沢鎌倉古道、名木巨木と常盤邸史跡巡り（鎌倉市） 

プラス Oneテーマ:鎌倉三大緑地  

開催日：11月 5日（日）10:00～15:30 

集 合：JR横須賀線 鎌倉駅東口  10:00 

リーダー：広川 一久（H26） 

参加費：500円（保険代含む）所持品：名札、昼食、飲み物、雨具、筆記具など。 

コロナ感染対策:朝の検温報告はしていただきます。ガイドはマスクをしますが、参加者の皆様は自己判断でお

願いします。 

申し込み：ご参加の方は、11 月 3 日（金）迄に下記久野宛連絡ください。初参加の方は携帯電話番号もお願い

します。 

メールアドレス：masakihisano77@yahoo.co.jp TEL:090-8280-1816 

 

概要・行程 

幕府時代の鎌倉は周囲を自然の要害に囲まれ、出入りは切通などの七口を中心に行われました。また、「鎌倉道」

が整備され、防備する寺社・邸宅なども設けられました。国指定史跡の大仏切通、鎌倉幕府七代執権北条政村

や連署義政などの常盤邸史跡などを訪ねます。新田義貞の鎌倉攻めの激戦地の一つでもある、大仏切通の核心

部には平場・切岸に「やぐら」もみられ、薄暗い森のなかのシダ原からは往時の鬨の声が聞こえてくるようで

す。親鸞の縁者が創建した一向堂跡から、常盤邸史跡群を巡ります。北条政村邸跡といわれるタチンダイへの

道が崖崩れで通行止めですが、義政邸跡の平場は刈り込まれ奥に不思議な「やぐら」も見られます。公式な紹

介が見当たらないシークレットゾーンが待っています。尾根筋に上がると、大仏ハイキングコースから西へ分

岐した稜線に出ます。峯山・桔梗山がある常盤山緑地は、台峯・広町と共に、鎌倉の三大緑地の一つです。整

備された峯山周辺にはヤマザクラが数百本（最高推定樹齢 300 年）あるといわれています。尾根道にはタブノ

キ・エノキ・ケヤキ等の巨木や秋の山野草が期待されます。円久寺・八雲神社経由で大丸山から梶原口に下り、

化粧坂から始まる古道鎌倉上道をたどります。梶原景時が祖の鎌倉権五郎景正を祀った御霊神社、鎌倉上道沿

いの駒形神社、建長寺同様、樹齢 700 年のビャクシンがある、「やぐら」群にかこまれた臨済宗関東十刹大慶寺、

東光寺、等覚寺などもある、くねくねの細い昔路を進み深沢地区で解散です。秋真っ盛りの常盤地区・鎌倉古

道をお楽しみください。 

 

mailto:masakihisano77@yahoo.co.jp
tel:090-8280-1816
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藤原景綱の歌 

うつろはで 萬代匂へ 山櫻 花も常盤の 宿のしるしに（常盤山のヤマザクラをたたえたものでしょうか） 

歩行７㎞（若干アップダウンがあります） 

 

コース概要：JR 鎌倉駅            →          →        火の見下→大仏切通→一向堂公園→北条氏常盤邸跡→タチンダイ入口・北

条政村邸跡→コンビニ     →法華堂跡→御所の内山道→野村総合研究所跡地→常盤山緑地・峯山（昼食）→殿入

下→平場・切岸・トンネルやぐら→コンビニ     →フェンス内露頭・やぐら→北条義政（塩田）邸跡・やぐら→

円久寺・用水トンネルやぐら→八雲神社→ヤマザクラの古木→大丸山→梶原口スーパー     →御霊神社→駒形神

社（古道鎌倉上道）→東光寺→大慶寺・ビャクシン→等覚寺→深沢行政センター     →湘南モノレール湘南深沢

駅→JR大船駅    （解散）  

歩行 7㎞（アップダウウンがありますので、トレッキングシューズなどでおこしください） 

少雨決行：荒天等で中止する場合は、前日 17:00までに JFIKメールで連絡します。 

 

以降の予定 

12月 3日（日） 篠原城址から小机城址の名木古木、新横浜公園の渡り鳥（横浜市港北区） 

1月 14日（日）（第二週） 早川ビランジュ街道から早川漁港、小田原城遺構へ（小田原市） 

2月 4日（日） 新林公園から片瀬山公園へ、富士の眺望を楽しむ（藤沢市）      （事務局代表 久野) 

 

■鳥こい倶楽部 

鳥こい倶楽部の 2023シーズンは、7月で終了しました。2024シリーズは、2023年 12月から始める予定です。 

(中澤(均)記) 

 

 

■名瀬谷戸の会 

＜定例活動＞ 

作業 1回目 

日 時：9月 2日（土）9:00～12:00 

参加者：合計 49名（JFIK：7 名 地元・地域ボランテ 

 ィア：12名 ファミリー･子供：20名 横浜 

 メダカの会：10名) 

作業内容●鉄塔下の草刈り：刈払い機 2 台使用、ファ

ミリーも含めて手刈りと刈草集め、ファミリー会員は

後半柿もぎ ●体験学習農園（サツマイモ畑）周辺の

草刈り ●横浜メダカの会：水生生物調査、水の補

充、除草 

 

 

活動報告 

集合写真 
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作業 2回目 

日 時：9月 10日（日）9:00～12:00 

参加者：合計 13名（JFIK：4 名 地元・地域ボランテ 

ィア：4名  ファミリー：5名 ) 

作業内容：●東電鉄塔下から久右衛門邸裏までの尾根上

の草刈り、道具小屋の廻りの草刈り ●里山親子体験

班：柿もぎ体験と昆虫採集 

 

 

 

 

 

作業 3回目  

日 時：9月 11日（月）10:00～15：00 

参加者：合計 15名（JFIK：10名 地元・地域ボランテ 

 ィア：5名) 

作業内容●久右衛門邸庭園及びチャペル回りの草刈り、

除草 ●駐車場用地の草刈り 

 

 

 

 

 

作業 4回目 

日 時：9月 19日（火）10:00～15:00 

参加者：合計 13名（JFIK：5 名 地元・地域ボランティ 

ア：8名） 

作業内容：●ゾーン 6 の除草：刈払い機 4 台、しがら柵

の補修と刈草や伐採竹の集積 

(福田記) 

 

 

 

 

 

■神奈川の身近な自然を訪ねて～皇居東御苑・北の丸公園の自然と歴史を訪ねる～ 

日 時：9月 23日（土）、27日（水）10：00～14：30 

参加者：54名（23日：18 名、17日：36名） 

スタッフ：広川、吉原、久野、鈴置、大橋、山路、菅原、田川（8名） 

コース：JR東京駅丸の内北口改札外（集合）→皇居東御苑・大手門→二の丸庭園→本丸休憩所（昼食）→ 

本丸天主台→北桔橋門→北の丸公園→田安門→九段下駅（解散） 

今回は、東京の中心である皇居の東に位置する「皇居東御苑」と北に位置する「北の丸公園」を、史跡の 

見学、植物の観察を行いながら散策しました。 

JR 東京駅に集合し、丸の内のビル街を通って皇居東御苑に向かいました。 

刈払い機による除草 

集合写真 

チャペル周りの草刈り 
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大手門は、大名や役人が本丸に登城、下城する際の正門で桝形門形式の門となっています。 

鯱は、昭和 20 年の戦災で焼失した旧大手門渡櫓の屋根に飾られていたものです。明暦の大火で焼失したのち

再建されたものと推定されます。 

 城に詰める大名一行は大手門手前の下馬札で下馬します。大名は下馬札から下乗門まで 11 人～13 人の供を連

れてきますが、下乗門で供は 5人に減らされます。残されたお供さんたちは、それぞれの場所で殿の帰りを待つ

ことになり、特に人数の多い下馬札あたりは様々な情報の交換場となり、これが「下馬評」の由来です。 

 大手門から同心番所・百人番所を経て、大きなイチョウの木のあたりに行くと、石垣の石の大きさと加工に

驚きます。石垣の積み方は 3 つあります。野面積み（のづらづみ）自然石をそのまま積み上げる方法です。加

工せずに積み上げただけなので石の形に統一性がなく、石同士がかみ合っていません。そのため隙間や出っ張

りができ、敵に登られやすいという欠点がありましたが排水性に優れており頑丈です。 

打込み接ぎ（うちこみはぎ）表面に出る石の角や面をたたき、平たくし石同士の接合面

に隙間を減らして積み上げる方法です。関ヶ原の戦い以後、この手法が盛んに用いられ

ました。野面積みより高く、急な勾配が可能になります。切込み接ぎ（きりこみはぎ写

真左）方形に整形した石材を密着させ、積み上げる方法です。慶長 5 年（1600 年）以降、

隅石の加工から徐々に平石にまでわたるようになり、江戸時代初期（元和期）以降に多用されるようになった。

石材同士が密着しているので排水できないため排水口が設けられています。 

 二の丸庭園では、秋の七草「ハギ・キキョウ・クズ・フジバカマ・オミナエシ・オバナ・ナデシコ」を見る

ことができますが、一部は季節が過ぎたものがありました。 

 ヤブミョウガ（ツユクサ科）を見ることができます。 

ヒレナガニシキゴイ：上皇様のご提案で誕生した鯉です。インドネシアにのみ生息する黒いヒレナガ鯉と、日

本の錦鯉をかけあわせて、埼玉県の水産試験場で誕生しました。平成 3 年に稚魚が 24 匹放流され、今の大きさ

に育ちました。特に尾ヒレはまだまだ長くなり、体調の 3分の 1になるともいわれています。 

 庭園の池では、アサザ・コウホネ・ヒメコウホネ・ヒツジグサを見ることができました。 

都道府県の木を見てから、汐見坂を上って、本丸芝生広場へ。 

 休憩所で一息ついてから、富士見櫓へ。現存する江戸時代の建物です。 

 

松の廊下：年末になると放映されることの多い「忠臣蔵」の舞台です。畳敷の廊下。表玄関横の大広間から左

へ 20ｍ北へ直角に曲がり 34ｍあったらしいです。浅野長矩がこの廊下で高家肝煎の吉良義央に斬りつけました

皇居東御苑 富士見櫓 皇居東御苑 果樹古品種園 皇居東御苑 天守台 
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（1701 年）その場所は、北へ向かって 10ｍ位のところ。またふすまの向こう側は御三家の控室となっており、

松の廊下の北側の先には白書院があり勅使に対し綱吉が奉答の儀を行うことになっていました。松の廊下はそ

のための控室にもなっていました。刃傷沙汰に綱吉は怒り、前例のない当日切腹という処罰を与えました。こ

れが浅野側としては喧嘩両成敗という吟味を受けられなかった無念として不満をつのらせる要因のひとつとな

りました。 

 休憩所（中に大嘗祭の建物のミニチュアがあります。隣に江戸城の模型を展示しています）で昼食を済ませ

てから、竹林へ、珍しい竹を見ることができます。 

本丸天守台を経て、桃華楽堂（香淳皇后：昭和天皇の皇后の還暦の祝いに昭和 41 年に建立）を見ながら北桔

橋門へ。 

北の丸公園（幕末には徳川御三郷であった田安徳川家と清水徳川家の上屋敷がありました。現在、田安門、

清水門及び東京国立近代美術館工芸館は、国重要文化財に指定されています）を散策しました。 

気象庁の観測施設である「北の丸公園露場」を説明。 

9月 23日は、ディーンフジオカのコンサートがあり武道館にかなり人が並んでいました。 

9月 28日・29日は、松任谷由実（ユーミン）のコンサートがあるので、グッズ販売の準備をしていました。 

両日ともに雨に降られることなく、散策を終えることができました。              （田川記） 

 

■四季の森公園「自然を訪ねて～クモってすごい」 

日 時：9月 17日（日）13：00～15：00 晴 

場 所：県立四季の森公園 はす池・あし原湿原周辺ほか 

参加者：一般 10名（うち子供 3名）、公園職員 1名 

スタッフ：日比野、佐藤(淳)、中澤(均) 

 半端ない残暑のせいか、3 連休の中日のせいか、クモの不人気のせいか、朝 10 時の時点での予約人数は 8 名

と少なめでしたが、その後の園内放送の甲斐あって、開始時には 25％増の 10 名になっていました。放送を聞い

て集合場所に来たものの空の「雲」ではなく虫の「蜘蛛」と知って参加を見合わせた家族もありましたが。 

 北口広場の木陰で開会。挨拶に続けてクモのことを話しました。昆虫との違い、食性、眼の数、網や糸のこ

と、毒のことなどを話しましたが、小さなお子さんが 3人いたので、言葉は易しめになりました。ダニ、クモ、

昆虫の模式図の中からクモを選ぶクイズでは、一人のお子さんが寄って来て見事にクモの図を指さしてくれま

した。 

最初に観察したクモの実物は、ビジターセンター前の天幕の

支柱に不規則網を張っていたオオヒメグモです。よく人造物を

利用して網を張る種の一つで、公園内でもあちこちで見つか

り、網の中に雫形の卵のうがありました。次に観察したのは、

植え込みの中で大きな円網を張っていたジョロウグモです。前

後も合わせ 3 重で下側が広い馬蹄形の全体構造、数本おきにと

ても細い足場糸があるため五線譜のように見える横糸の並び、

大きな雌と 2 匹のサイズの違う小さな雄の事情、雌雄のこれま

でと今後等々話の材料は盛りだくさんです。音叉で網を振動さ

せたり、霧吹きで水をかけて糸を見やすくしたり、用意してあ

った生態写真や文字（女郎、上臈）を見せたり、配布資料にあ

る「ジョロウグモの一生」と題した図を見てもらったりと、ちょっと忙しい観察でした。 

 北口広場を後に、はす池沿いを進みました。多くのジョロウグモや、水平や斜めの円網を張ったオオシロカ

ネグモは見られましたが、徘徊性のハシリグモやハエトリグモ、花で待ち伏せをするハナグモやアズチグモが

ジョロウグモの説明 
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見つかりません。暑さのせいでしょうか？ 春の草原で林縁の道を離れ、小さな流れ沿いを歩きました。ここ

では、垂直円網を張るナガコガネグモ、水平円網を張るアシナガグモが間近で複数見られ、刺激を受けたナガ

コガネグモが網を大きく揺らす様子や、細い棒のように足をたたんでいたアシナガグモの様子を観察できまし

た。 

 ジニアやコスモスの畑を経由して林縁の道に戻りましたが、花で待ち伏せするクモは見つかりませんでした。

一旦はす池・あし原沿いの道を離れ薄暗い林の斜面を登りました。少し進んだ所で午前の下見で見つけておい

たオナガグモに再会。腹部も含め全身が細長く、足をたたんでじっとしていると松葉にそっくりで、教わらな

いとクモとは気づけないやつです（クモでも騙される）。1 本糸の条網を張り、渡ってきたクモを捕食します。

少し刺激して動かし、足の存在を見せてあげるつもりでしたが、ちょっとの刺激でしおり糸を出して真下に落

ちていきました。14 人がいろいろな高さ・角度で見ていたため完全に見失うことはなく、動く様子を観察する

ことができました。少し先の休憩所でも 2匹のオナガグモを見たほか、ジョロウグモやヒラタグモの受信糸網も

見られました。また、オオヒメグモもいて、いくつかの卵のうのうち 1個はすでに破れ、子グモが団居を形成し

ていました。それを刺激して「クモの子を散らす」様子を観察

することができました。 

 下の道まで下りてあし原・はす池を周回して北口に戻るまで

に、ジグモの巣、ワキグロサツマノミダマシ、ゴミグモ、コク

サグモなどを観察したほか、トイレの軒下に直径 4ｃｍほどの金

平糖形のクサグモの卵のうがくっついているのを観察すること

ができました。同じトイレのオオヒメグモの網には、捕まった

ヤモリがぶら下がっているのが見られ、棒で触れると暴れ出し

て下に落ち、逃げていきました。水車小屋近くでは、クモより

もダニに近いザトウムシも観察しました。今回はハエトリグモ

など徘徊性のクモが 1匹も見られない珍しい回でしたが、子供の

低い目線の助けもあって、楽しい観察会となりました。                   （日比野記） 

 

■室内勉強会 「どんぐりと縄文と私」 

日 時：9月 8日(金) 19:30～21:00 

講 師：寺元美代（R3） 

会議方法：Web(Zoom)利用のオンライン会議 

参加者：足立(正)、池田(倫)、角田、梶浦、久保、藏田、菅原、 

鈴置、鈴木(康)、関、田中(真)、鳥越、中澤(均)、 

西岡、羽田、日比野、廣瀬、福田、松井、松山、三樹、 

皆川、山本(明)、山本(洋)、吉原、佐藤(淳)、嶺 

計 27名（敬称略） 

概要 

今回、講師をして頂いた寺元美代さんは、現在、NPO 法人フォ

ーラム・アソシエ認定自然あそびインストラクター、NEAL リーダ

ー（自然体験活動指導者）、五感教育研究所・高橋良寿室長のお

弟子さん、「どんぐり製粉自然あそび部」主宰者として様々なご活動・ご活躍をなさっています。 

そんな彼女は自他ともに認める大のどんぐり好きです。どんぐりの魅力とはどんなものなのか、様々な視点か

らお話をしていただきました。 

クサグモの卵のう 
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まず「どんぐり」とは？ 

・ブナ科の果実のことで、漢字では「団栗」と書き、丸くて、 

栗のような形が名前の由来と言われているが、諸説あり。 

・どんぐりはネズミ等齧歯目に運んでもらうために硬い皮が 

発達したと考えられている。植物学的には堅果という果実 

で、一般的に食べられるフルーツの果肉部分が発達しない 

で、硬い殻の部分が果皮、渋皮の部分が種皮にあたる。 

・ブナ科の植物はおよそ 9,000万年前に誕生したと考えられて 

いる。現在の種属のブナ科植物の化石は新生代（5,600万年前〜3,390万年前）のものから発見されており、 

その時代は哺乳類の齧歯目類などが急速に進化した時代と重なるため、その進化に歩調を合わせ進化したと 

考えられている。 

・世界には 7属 900〜1,000種、日本には 5属 22種、落葉樹と常緑樹が存在し、日本のどんぐりにはブナ属、 

シイ属、マテバシイ属、コナラ属（コナラ亜属、ケリス亜属）、クリ属がある。 

等々、各々のどんぐりの説明をして頂きました。 

私が特に興味を持ったのはどんぐりと動物や人との関わりやどんぐり達の生存の戦略についてでした。 

どんぐりはサル・クマ・タヌキ、人など多くの哺乳類の食料とされています。普通、動物はすぐ種子を噛み砕

き食べてしまうので種子散布にはならないのですが、ネズミ、リスなど齧歯目類、カケスなどの一部鳥類はそ

の一部を様々な場所に貯蔵します。稀に忘れるため、これが発芽し、種子の散布に貢献することになります。

（分散貯蔵散布・食べ残し散布）。もしかしたら、子供たちなど

もその一助になっているかもしれません。 

どんぐりはその分布を広げるための戦略として、果皮を硬く、

殻斗をトゲトゲにしたり（物理的防御）、タンニンという毒を内

在、消化をしにくくしたりします（科学的防御）。しかし、タン

ニンの量は多すぎても動物が食べてくれなくなり、少なすぎて

も全て食べられてしまうため、絶妙な量を調節しているそうな

のです。また、どんぐりには生
な

り年（マスティング）というも

のがあり、どんぐりの少ない年、多い年をわざと作ることによ

り（特にブナは 5 年〜7 年おきに顕著）、どんぐりを食べる動物の個体数を調節しているとも考えられているそ

うです（捕食者飽食仮説）。 

人間との関わりについては、縄文時代、人は定住をするという生活スタイルになり、どんぐりを食料として

収穫し、実を長く貯蔵する方法を見出しました。佐賀県の遺跡から発見されたアラカシの種子は現代になって

も発芽し、県立博物館で今も育っているそうです。 

そんなどんぐりは栄養価的にも抗酸化作用もあるスーパーフー

ドだそうで、寺元さんはカフェでどんぐり粉のお菓子を提供した

り、環境教育の一環として実際に幼稚園児たちにどんぐりを採集

してもらい、調理し、食べるという体験をしてもらっています。

その他にも、工作や遊びにも取り入れています。 

大きな実を実らせるコストは決して小さくないのに、他の生き

物と絶妙なバランスで共存し、自らも分布拡大させ、多様な恵み

をもたらしてくれる。寺元さんの今回のお話で、どんぐり達に生

命力や懐の深さのようなものを感じることができました。                  （鳥越記） 
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R4 廣瀬 朗子  

皆様、スポーツ観戦はお好きでしょうか。私は週末、サッカー観戦に出かけます。勝ち負けに一喜一憂し、

選手の闘志、笑顔、涙に感動をもらっています。スポーツ観戦がお好きでない方でも、サッカーに限らず野球、

バスケットボール、ラグビー等、最近の Team JAPAN の活躍をニュースで知る機会があるかと思いますが、試合

後のロッカールームが美しく片付けられていることや、サポーターによる客席のゴミ拾いが SNSで発信され、世

界から賞賛されていることをご存じでしょうか。海外から訪れる方々は、日本の街や電車にゴミが落ちていな

いことにとても驚いています。どうやら日本と他の国々では違いがあるようです。私も里山活動で、刈った草

や伐採した竹を長さや方向を揃えて林内に集積することを教えられました。この

きめ細やかさ、何がそうさせているのでしょうか。そうさせる「何か」があるよ

うな気がする、そう思い始めて数年経ったある日、1冊の書籍に出会いました。 

昭和 53 年に発行された「森林の思考・砂漠の思考」です。著者の鈴木秀夫氏は

気象学の専門家で、人間の思考方法を森林的思考と砂漠的思考という 2 つのタイ

プに分けて考察しています。森林的思考は、世界は無限で永遠に続くと考え、下

から周囲を見わたす発想。砂漠的思考は、世界は有限であると考え、上から全体

を俯瞰する発想。この思考の違いが、風土や宗教、文化や生活様式などに影響を

与えていると記されています。当時、単純に二分できるものではないという声も

あったようですが、私には腑に落ち、「何か」の答えを得たと思いました。 

 

かつてイスラエルを旅したことがあります。林野庁資料によるとイスラエルの

森林率は 6.5%とされています。カラカラに乾いた大地、ささくれ程度の傷でも激

痛が走る塩分濃度の高い水を湛える死海。一歩間違えれば死に直結するであろう

厳しい環境が広がっていました。「ここには万物に宿る神々は存在しない」と感じ

ました。その場に長くはとどまれない、始まりがあれば終わりがある、そんな砂

漠的思考は、この地で生まれたユダヤ教やキリスト教とともに多くの欧米人の DNA

に刻まれたのでしょう。対して日本では、視界に入るものすべてに生命力を感じ

ます。温暖で雨が多く、アスファルトのわずかな隙間でもアッという間に草が生

い茂ることが当たり前で、命のバトンタッチが絶えず行われています。縄文時代

から豊かな森とともに暮らし、その地にとどまることができたからこそ、身の回

りを、足元を整えることを善とする世界感が育まれたのではないでしょうか。 

今はグローバル化が進む世の中です。両思考を使い分けていて、どち

らかというと砂漠的思考が優勢になっているかもしれません。森林的思

考力が薄れて、身の回りが散らかってしまわないように、週末はサッカ

ー観戦だけでなく、森にも出かけてチャージしたいと思います。 

  

リレーエッセイ 
 

NHKブックス 312森林の思考・

砂漠の思考（鈴木秀夫） 

イスラエル東部の 

マサダ城址からの眺め 

コナラの実生が育つ里山の森 
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No.24 梅田川から新治市民の森へ（徒歩巡礼訓練コース第 3回） 

 -里山と谷戸を満喫する- （坂間 至朗） 
 

▶ 概要 

私が徒歩巡礼用に訓練しているコースを紹介する第 3 回（最

終回）である。第 2 回の終点である「三保市民の森」バス停を

スタートし、梅田川、新治市民の森を巡る。徒歩巡礼訓練コー

ス第 1 回及び第 2 回は、それぞれ「おすすめマイ・フィールド

No.22」、「同 No.23」をご覧いただきたい。 

▶ 第３回 「三保市民の森」バス停～新治市民の森～十日市場

駅 

「三保市民の森」バス停を降りてから 2km ほどは梅田川に沿

って旧道（時々新道と合流）を中山方面に下る。 

この辺りで第 1 回のスタート地点の十日市場駅より 15Km とな

り、疲れてきて足・腰・肩等のどこかが痛くなり始めて歩きが

不健康になってくる。ここで重要なことは、普段問題なくても

厳しい環境に体を置くと潜在的に悪い箇所から体が悲鳴をあげ

ることに気づくことである。実際の巡礼では、例えば 30km 歩か

なければ次の宿に辿り着けない場合もあるので、この道で訓練

して健康航続距離を伸ばしたいと思っている。 

途 中 、「 梅

田」バス停でコ

ンビニを見て旧

道を進むとクリ

畑の下にヤギの

居ることがある（写真左）。どうやら下草刈りに一役買ってい

るようだ。 

「梅田川遊水地」ではトンボやチョウが多く見られる（写真

下：ハグロトンボとモンキアゲハ）。緑区遺産 No.16、No17に指

定されている「杉沢堰」と「神明谷戸お滝様」（不動明王像）が隣接して見られる。この辺りの谷戸の稲作で水

が重要視されていたこ

との名残りである。 

「一本橋」の手前で

左折して梅田川と別

れ、「にいはる里山交

流センター」（トイ

レ・水飲み場あり）に

向かう。交流センター

内の「旧奥津邸」は昔の横浜の典型的な豪農の家であり、見学できる。 
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ここから谷戸を奥に進むと6月にはゲンジホタルが舞う。米作も

やっており、案山子が見える田を左にみて進む（写真左：ワレモ

コウと案山子）。冬には野鳥も多い。カラ類が混群で見られること

もある（写真下：アオジとヤマガラ）。この辺りの谷戸の風景は横

浜市でも屈指ではなかろうか。私は特に、たそがれ時が好きであ

る（わたしがたそがれている訳ではない。念のため）。 

谷戸の奥のスギ林内を上り切り「おんばく山」で、１回目の新

治市民の森の林縁に出るので右折して尾根道に沿って十日市場駅

に向かう。 

ここまで 3 回に分けて投稿してきた。1 回の内容で起点と終点の鉄道駅へのアクセスを明記しているのでそこ

をゆっくり歩いてもよいが、是非

通して、十日市場駅発～同駅戻り

で、歩いて欲しい。一日内で歩け

ると思う。私が巡礼を続けるため

のトレーニングコースであるが、

足腰は森林インストラクター活動

の基本だと思う。私は脳が働かな

い分その思いが強い。 

■アドバイス 

▶ アクセス 

始点：JR横浜線 中山駅より神奈中バス 「三保市民の森」バス停下車 

マイカー 「三保市民の森」バス停隣に駐車場あり 土日祝のみ 9:00～17：00 無料 

終点：JR横浜線 十日市場駅 

▶ 食事・休憩 

歩き始めて直ぐ「梅田」バス停前にコンビニがあるので、そこで買って「にいはる里山交流センター」

の庭で休憩するのがお勧めである。 

▶ 緑区遺産 

区内に現存する有形の歴史・自然・文化資源。2022年 4月時点で 21ケ所が指定されている。 

▶ 新治市民の森 

里山、谷戸に農地や雑木林が広がる横浜の原風景が残る。横浜市民の森にはめずらしく管理事務所（に

いはる里山交流センター：045-931-4947）があり、公園について情報をもっているスタッフが常駐して

いる。この公園で観察できる季節ごとの草花を写真展示している。講習会や観察会も可能である。 

会報 2021 年 4 月号の「おすすめマイ・フィールド」に詳細が投稿されているので参照願いたい 

→JFIK 会報 No.157 おすすめマイ・フィールド「No.6 新治市民の森 （福田 渉）」 

▶ ちょっと寄り道 

舊城寺（きゅうじょうじ）：梅田川沿いの「一本橋」をコースとは逆に右折して約 1Kmの所にある名刹。

真言宗、本尊大日如来。武相寅年二十五薬師霊場の第１番札所。慶長年間の 1614年に創建。元は永享年

間（1429-1441 年）に宅間上杉家の上杉憲清が築城したと伝わる「榎下城」の城跡であった。境内のカ

ヤ 2 本とイチョウ 1 本が横浜市銘木古木に指定されている。後方の森はスギ・ヒノキの植林に混生し

て、シラカシ・ケヤキ・ミズキが高木層を、シロダモ・イヌツゲが亜高木層を、アオキ・ヒサカキ・ナ

ンテン・ジャノヒゲ・ヤブラン・イタチシダが低木層・草木層を占めており、豊かな生態系が観察でき

る。 

https://jfik.org/from-forest/wp/wp-content/uploads/2021/04/no157-2021-04.pdf
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「面白過ぎて時間を忘れる雑草の不思議」 

稲垣栄洋著  

三笠書房（王様文庫）  

2023年 3月 20日第 1刷  

770 円+税 

 

NHK 朝ドラ「らんまん」で植物に注目が集まっている。森林インスト

ラクターとしては日頃の話題として生き物に感心を寄せている。中でも

植物は身近なものとして関連の本を読むことが多い。特に著者として田

中修、稲垣栄洋、多田多恵子、森昭彦などが多いのではないだろうか。

大御所の中で森昭彦はちょっとネームバリューに欠けるかもしれない

が、くだけたユーモアがあり私は面白いと思う。今回は、時々本屋で出

会う著者の本書を取り上げる。雑草については随分と読んでいるので、

今さらという感じであるが細かいところまで言及しているところもあり

結構面白い。 

雑草が生えている場所に、過酷な環境でどんな植物でも生えることが

できるわけでなく、目にする雑草は選ばれた一部の成功者たちだ。二つ

の内容を紹介する。 

カラスノエンドウは甘い蜜でアリをボディガードとして雇っている

が、アブラムシが群れていることがある。アブラムシは甘い汁を出して

ボディガードであるアリを寝返らせることに成功した。アブラムシを別名「アリマキ」という。ここまでは聞

いたことがあるが、アブラムシをたからせているのもカラスノエンドウの作戦の一つかもしれないという研究

もあり、雑草の戦略は奥が深い。 

イネ科植物は、茎を伸ばさず生長点を一番低い位置に配置している。つまり葉と根の位置が近い。水辺では

ヨシが遷移の覇者となり一面のヨシ原を形成する。これはイネ科植物の葉と根の位置が近いという特徴から、

葉で取り込んだ酸素をすぐに根に送り込むことができる。イネ科植物は偽茎と呼ばれる円筒状の葉の中に生長

点がある。そして穂が出る時期になると、生長点を先頭した茎が葉鞘の筒の中を伸びてくる。普段は茎を伸ば

さずに、穂が出る時期だけ茎を伸ばす。草食動物から穂を守るための工夫である。            （獏） 

  

月刊ブックレビュー 
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9月度の会員異動 

9月29日現在  会員数160名 

 

月例会がweb会議で開催されました 

日 時：9月29日（金）19：30～20：30 

場 所：ZOOM 利用のリモートミーティング 

出席者：理事13名、監事1名、会員3名 計17名 

議事内容は会員向けメールをご覧ください。郵送会員には、会報に同封してお送りします。 

 

会費納入のお願い 

令和 5年（1月～12月）の会費納入をお願いします。 

会 費：メール会員 3,000円、郵送会員 4,000円  

納入期日：令和 5年 2月末日。 

■振込先 横浜銀行 戸塚支店（359）  口座番号：普通預金 6174917 

 名 義：ＮＰＯ法人 全国森林インストラクター神奈川会  

    （エヌピーオーホウジン ゼンコクシンリンインストラクターカナガワカイ） 

 

なお、横浜銀行のカード振込をされますと手数料がお得です。横浜銀行に口座をお持ちでない方も横浜銀行の

ATM から振込をされますと若干ですが手数料が安くなります。 

※【お願い】全ての会員におかれましては、銀行振込での会費納入をお願いします。 

ご質問等ありましたら、会計担当  石川までご連絡下さい。メール： amelieamelie92@gmail.com 
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掲 示 板 

編集後記 

先月お話ししたアゲハは、み

んな羽化して外に飛び出しま

した。そしたら里帰りをして

また卵を産み今青虫が5匹蛹に

なる準備をしています。羽化

直後はこの上なく綺麗です。

（かじうら） 

身近な生木の残材を使って

スプーンなどを作る木工

作、グリーンウッドワーク

に最近はまっています！ 

(松山) 
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